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堤防の質的強化と
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調査対策検討会

足羽川河川
激甚災害対策
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１．１．河川環境整備のための実施河川環境整備のための実施
方策の検討方策の検討



現況の足羽川の自然環境の把握
既往調査
結果等

既往の自然環境の保全のための課題の抽出

激特計画

自然環境の保全方策の方向性検討

水際・水域環境 高水敷

塩水遡上の可能性現況の河道特性の把握

河道の掘削断面 (案)の設定

高水敷における既往
の保全方策の策定

足羽川における自然環境の保全方策の策定

塩水遡上の影響評価

検証掘削河道と現況河道の水理量比較と現況
河道特性を考慮した掘削河道の妥当性評価

自然環境保全の視点による掘削河道の設定方針

航空写真
平面二次元
流況解析 等

平面二次元
流況解析 等

第２回
検討会

水際・水域環境の保全方策の策定

●良好な生物生息環境の確保 等
●塩水遡上が確認された場合はその対策案

11--11 自然環境の保全自然環境の保全

桜堤の保全方策
水辺空間
利用方策

11--11 自然環境の保全自然環境の保全
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①大瀬橋下流左岸(高水敷)
オギを主体とした草地

②大瀬橋～水越橋(中州)
鋼矢板設置により人工的に形成された
中州。ヤナギ、ツルヨシなどが生育

③花月橋下流左岸(水際浅場)
小魚、タコノアシなどの生息・生育であ
る水際浅場 ④ＪＲ橋上流右岸(高水敷)

ヤナギ・ヨシなどが生育す
るワンド

⑤荒川合流点上流左岸(高水敷・水際)
小魚、タコノアシなどの生息・生育である
水際浅場

メダカ タコノアシ

オオヨシキリ カヤネズミ

既往の自然環境既往の自然環境



塩水遡上計算を実施し、
結果に基づき保全方策
を検討

高濃度の塩水（塩水くさび）
の遡上の可能性

稚仔魚等が生息できる緩
やかな流水環境の創出が
必要

ギンブナ、オイカ
ワなどのコイ科の
純淡水魚水際な
どの浅場にはメダ
カ、タモロコなどが
見られる

水域

鋼矢板設置により人工的
に形成された中洲であるが
河床掘削により概ね消失
するため、代償地が必要

ヤナギやツルヨシ
メダカ、ギンブナ

中州
（人為的）

メダカなどの魚類 計画後の流況の変化に
ついて把握し、水際・水
域環境の方策を検討
治水上影響の少ない箇
所において施工計画上
の保全方策を検討

稚仔魚等が生息できる緩
やかな流水環境の創出が
必要

タコノアシなどの
湿性植物水際・浅場

施工計画上可能な保全
方策の検討

工事による影響、在来植生
の早期復元が必要

カヤネズミ
オオヨシキリ

高水敷

検討事項
保全のための課題主な生物の生育

生物生息
・生育場

自然環境保全のための課題自然環境保全のための課題

現況河道特性の把握（現況河道の変遷状況）現況河道特性の把握（現況河道の変遷状況）
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昭和21年

昭和41年
～

昭和43年

平成13年

足羽川の改修は昭和26
年に河道掘削が行われ、
昭和38年に旧河道の閉
鎖を行い、放水路工事
が完了

九頭竜川工事実施基本
計画に基づき、昭和49
年以降、河床掘削、低
水護岸、橋梁架替工事
が実施

昭和49年以降の河道掘
削により低水路が拡幅
され現在に至る



現況河道特性の把握（現況河道の変遷状況）現況河道特性の把握（現況河道の変遷状況）

新明里橋付近 花月橋上流付近

幸橋上流付近 木田橋上流付近

H16

s49

H7

s49

H16

H7

s49

H16
H7

s49

H16

H7

昭和49年以降の改修により低水路は大きく拡幅、ただし澪筋位置（低水路河床最深部の位
置）に大きな相違はない

河床掘削後の近年の現況河道の比較（平成7年及び平成16年の比較）では、低水路形状
に大きな相違はなく、現況河道は比較的安定

現況河道特性の把握（水際・水域環境の保全方針）現況河道特性の把握（水際・水域環境の保全方針）
大瀬橋下流の中州は矢
板により人工的に形成さ
れている。

水域・水際環境の保全方策（水裏部）

自然の営力によって砂州が堆積し、緩やか
な流水環境、浅場が形成される。
水裏部となる河岸に表土を覆土し、水際の
湿生植物の復元、緩やかな流水環境を創
出する。
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2.4k～2.6k（花月橋下
流）左岸側は、流速は
遅く、砂州が形成され
やい区間である。

水域・水際環境の保全方策（水衝部）

はじめに河岸
の河床付近か
ら土砂が堆積
し、そこにヤ
ナギ、ヨシ類
が繁茂する。

次第に河岸水
際が止水化し
ていくことで河
岸前面に土砂
が堆積する

水衝部など護岸対策を講じる箇所では、
機能性を重視し、極力自然的素材（石材、
木材、植生など）を用いた護岸工法を採
用する。
基本的に護岸工法はヤナギ類を使用す
る柳枝工等を組み合わせ、自然環境との
調和を図る。
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2k下流は蛇行が激しくなく、
左右岸流速は均衡を保ち、
流水主流部よりやや小さ
い程度

１－１ 自然環境の保全

足羽川の土砂堆積の特徴



木田橋上流の湾曲部外岸には水制を設置し、自然の営力によってワンド
が形成されるよう配慮する。
ワンド化にあたっては、自然とのふれあい、水辺体験を目的としたレクリ
エーション活動の場となるよう整備を行う。

木田橋上流の湾曲部外岸のワンド化
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3.6k～4.0k（幸橋～泉橋）の
右岸側は、流水主流部が
左岸側に偏り、大きな砂州
が形成される。

木田橋上流は蛇行が激し
く、とくに4.8k～5.2k左岸側
は、水裏部となり、大きな
砂州が形成される。

水域・水際環境の保全方策（水裏部）

2.8k～6.0kにかけては蛇行が激しく、水裏部では砂州がつきやすい傾向
にあり、自然の川らしい風景が期待できる。
自然の営力によって砂州が堆積し、緩やかな流水環境、浅場が形成され
る。
水裏部となる河岸に表土を覆土し、水際の湿生植物の復元、緩やかな
流水環境を創出する。
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現況河道特性の把握（水際・水域環境の保全方針）現況河道特性の把握（水際・水域環境の保全方針）
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自然環境保全の視点による掘削河道の設定方針自然環境保全の視点による掘削河道の設定方針

板垣橋

現況河道の水衝部や水裏部の位置など
を考慮し、現況河道特性による自然環境
を極力改変させないよう、現況低水路を
重視するよう設定。
ただし、木田橋上流の右岸4.6k～4.8k付
近及び左岸5.2k～5.4k付近では、洪水流
は高水敷に乗り上げることから、この付
近の流れをスムーズにするための低水
路法線形についての見直しが必要 。

低水路法線形状は極力現況の低水路を重視する

大瀬
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新明
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泉橋 木田
橋桜橋
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現況河道の平面流況図【福井豪雨ハイドロ(4.6km地点水位ピーク時)】
出典：足羽川洪水災害調査対策検討報告書(H17.3) 足羽川洪水災害調査対策検討会

掘削河道の低水路掘削形状については、横断方向に一律平坦な河床で掘削した
場合、低水路内流況はほぼ平滑化し、単調な流れとなり、現況の水際や浅場の環
境は大きく改変する。

掘削河道については、現況河道の蛇行特性、土砂の堆積状況に馴染むよう、その
特性を十分に配慮し、土砂が堆積しやすい箇所は掘削土量を抑えるなど、現況河
道の河床形状に応じて掘削形状を設定することが必要。

低水路掘削形状は極力現況の低水路河床形状を重視する

１－１ 自然環境の保全



低水護岸工法案低水護岸工法案

事事
例例
写写
真真

適適

用用

簡簡
略略
構構
造造
図図

・多孔質、多様な水際・多孔質、多様な水際
を形成を形成

・水際までは近づけな・水際までは近づけな
い（平場があれば可い（平場があれば可

能）能）

・自然的景観を期待で・自然的景観を期待で

きるきる

・水中施工可・水中施工可

・多孔質、多様な水際・多孔質、多様な水際
を形成を形成

・水際まで近づけ、親・水際まで近づけ、親
水性は高い水性は高い

・現況河岸の自然植・現況河岸の自然植
生と調和した景観が生と調和した景観が

期待できる期待できる

・水中施工不可・水中施工不可

・多孔質、多様な水際・多孔質、多様な水際
を形成を形成

・鉄線がることから。歩・鉄線がることから。歩
きずらいきずらい

・ゴミなどが付着しやす・ゴミなどが付着しやす
く、景観上支障く、景観上支障

・水中施工不可・水中施工不可

・多孔質、多様な水際・多孔質、多様な水際
を形成を形成

・水際まで近づけ、親・水際まで近づけ、親
水性は高い水性は高い

・自然的景観を期待で・自然的景観を期待で
きるきる

・水中施工が可能・水中施工が可能

捨石護岸捨石護岸自然石粗朶柵工自然石粗朶柵工蛇篭蛇篭連接ﾌﾞﾛｯｸ（自然石）連接ﾌﾞﾛｯｸ（自然石）
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低水護岸工法案（補助工低水護岸工法案（補助工 法先工）法先工）

杭打方枠工杭打方枠工連芝柵工連芝柵工粗朶柵工粗朶柵工

・多孔質、多様な水際・多孔質、多様な水際

を形成を形成

・自然的景観を期待で・自然的景観を期待で

きるきる

・施工性（複雑）・施工性（複雑）

適適

用用

簡簡
略略
構構
造造
図図

事事
例例
写写
真真

・多孔質、多様な水際を・多孔質、多様な水際を

形成形成

・自然的景観を期待で・自然的景観を期待で

きるきる

・施工性（複雑）・施工性（複雑）

・多孔質、多様な水際・多孔質、多様な水際

を形成を形成

・自然的景観を期待で・自然的景観を期待で

きるきる

・施工性（中庸）・施工性（中庸）

１－１ 自然環境の保全



低水護岸工法案の一例低水護岸工法案の一例

連接ブロック（自然石） 自然石粗朶柵工護岸

護岸施工時

施工後の土砂堆積等による多自然化（将来想定時）

• 水衝部等における護岸工法は、河岸前面の流速や護岸耐久性等を踏まえ適切な工法
を適用し、河川景観や河川環境等の機能性に十分に配慮する。

• 水裏部など流速が2m/s以下となる箇所については、河岸に表土を覆土するなどして、
水際の自然再生、植生の復元に配慮する。

• 現況の河岸植生状況（ヤナギ類、ヨシ類）に配慮し、護岸工法はヤナギ類を使用した柳
枝工等を組み合わせたものとし、自然の営力による河岸復元状況と調和させるよう工夫。

足羽川における低水護岸工法（一例）

１－１ 自然環境の保全

塩水遡上の影響塩水遡上の影響

塩水遡上の課題

計算モデルの作成 解析条件設定 解析の実施

二次元多層レベルモデルによる現況河道の分析

◎農業用水へ与える影響

◎自然環境へ与える影響

激特掘削後の解析の実施

足羽川における塩水遡上の影響分析

必要に応じて対策工の検討

塩水遡上は、気象現象に影響されるので、シミュレーションの結果だけでなく、河道改修後は定期的にモニタリ
ングを実施していく。

激特掘削後の対応：モニタリングの実施

二次元多層レベルモデルによる激特掘削河道の分析

１－１ 自然環境の保全



塩水遡上の課題塩水遡上の課題

足羽川が流入する日野川では、平成6年に塩害が発生し、農業(水田)に被害を受
けており、日野川・足羽川の河床が改修により下がると、足羽川に塩水遡上の懸
念があります。

激特改修河道の掘削高は3.0kmまでが海水面（TP 0.32m）以下となるため､この区
間は塩水遡上の可能性が考えられます。

足羽川河道縦断図

2次元多層レベルモデルで
シミュレーションを実施

•足羽川河道掘削により塩
水遡上の可能性が考えら
れる。
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花月橋

１－１ 自然環境の保全

桜が堤防に与えるマイナス要因
●桜根の堤防耐浸透に与える影響
●強風による桜木が堤防へ与える影響

平成16年7月福井豪雨に
おける破堤要因について

平成16年7月福井豪雨にお
ける桜堤区間の状況把握

(第2回検討会)

桜堤区間の破堤の危険性について

桜堤存置・移植手順の検討
●短期的対応区間
●長期的対応区間

桜堤堤防案の検討

桜堤全体計画

樹木概略診断

堤防対策方針

福井豪雨と足羽川堤防の現状の把握

堤防対策箇所の抽出
●堤防の安定性に問題がある箇所
●計画流量流下時に問題がある箇所

11--22 桜堤の保全桜堤の保全

自然環境の
保全方策

水辺空間
利用方策



福井豪雨と足羽川堤防の現状の把握

堤体は安全性を維持している。

堤体は安全性を維持しているものの、堤体
土質が砂質土であるが故に、浸潤域は拡
大している。

１－２ 桜堤の保全

足羽川左岸足羽川左岸4.6km+50m4.6km+50mの破堤要因の破堤要因

越水により裏のり面に洗掘崩壊が発生し、
同時に裏のり面表層付近に浸潤域が広が
り、脆弱域が生じた可能性がある。

越水による洗掘破壊、降雨、流水の浸透に
伴う堤体の脆弱性が複合的に発生し、これ
らの破壊が同時に進行して破堤に至った可
能性がある。

１－２ 桜堤の保全

福井豪雨と足羽川堤防の現状の把握
足羽川左岸足羽川左岸4.6km+50m4.6km+50mの破堤要因の破堤要因



桜堤区間の破堤の危険性桜堤区間の破堤の危険性についてについて
１－２ 桜堤の保全

桜堤（越水区間）においても、
越水により川裏のり面の表面
侵食が生じており、桜木が倒
木した。

桜堤区間 倒伏状況

桜堤区間 侵食状況

破堤箇所と破堤箇所以外の桜堤（越水区間）と
の堤体構造の違い

堤防天端のアスファルト舗装以外、大きな相違
点はない

考えられる要因

・堤防天端にアスファルト舗装が施されていたため、
越水による侵食に時間的な遅れが生じていた。
・また、降雨等の堤体内部への浸透が抑えられた。
・上流4.6k箇所で破堤、洪水流量が減少し、洪水の
水位上昇が抑えられ、越水時間が短縮した。

桜堤（越水区間）の破堤の危険性

よって、どの区間においても破堤の危険性は
あった。
桜堤（越水区間）においても、越水により川裏のり
面の表面侵食が生じており、越水が長時間継続し
た場合には、破堤を引き起こした可能性が高い。

桜桜が堤防に与えるマイナス要因が堤防に与えるマイナス要因
１－２ 桜堤の保全

桜根の堤防耐浸透に与える影響

堤体内に根が混入している箇所（根有）では、根が混入していな
い区間（根無）に対して、雨水や河川水の浸透量が多く、堤防の
弱体化に対する影響が大きくなる。

堤防の透水係数が大きいことの堤防に対するマイナス作用
堤防が飽和状態に至る時間が早く、堤体が脆弱化する。

堤防の脆弱化

桜根により堤体内に隙間が多いことで水が浸透しやすくなる

桜根の堤防への混入状況



〈〈現場透水試験結果現場透水試験結果〉〉

①試験箇所及び土質

試験箇所の土質構成図 試験位置平面図

現場透水試験結果
●試験結果より、桜根の有無
による透水係数は、10倍
異なる
●これは、根により土堤内に
隙間が多いことが想定でき
る

赤字：透水試験中最大の透水
係数

②試験結果

試験箇所は、堤体の土質特性が異なる2.6ｋと3.8ｋの2地点で実施している。また、各箇所において、
桜根の影響が少ない根幹より3ｍ離れた位置と、桜根の影響があると思われる根幹より0.5ｍ離れ
た位置で実施されている。

桜桜が堤防に与えるマイナス要因が堤防に与えるマイナス要因
１－２ 桜堤の保全

桜木が強風にあおられた時の堤防根の安定性に与える影響

強風に桜木があおられると、桜の動揺により堤防も動揺し、堤防が緩み欠損
桜木が倒木して堤防損傷し、流木化し、堤防損傷・流下阻害を誘発

強風による樹木の倒伏事例

桜
木
が
強
風
に
よ
り

あ
お
ら
れ
る

桜木が動揺
桜木の根を
伝わり堤防も
動揺 桜木が

倒伏

堤防がゆるみ
欠損

流木となり、橋
脚破損や堰上
げを誘発

災
害
発
生

堤防が
脆弱化

足羽川の倒伏事例 その他事例



〈〈参考参考〉〉強風による樹木の倒伏予想強風による樹木の倒伏予想

強風における樹木の倒伏に対する安全性判定を実施した。
「河川における樹木管理の手引き(財)リバーフロント整備セ
ンター，1999/9」

平成16年10月の台風23号（最大風速16m：最大風速
とは10分間の平均値の最大（気象庁））により倒伏した、
JR北陸本線下流左岸（4.2k下流）における桜木のデー
タをもとに外力モーメントMを算出し、そのもとで、足羽
川桜堤の桜木の倒伏限界モーメントに関わるαを逆算
した。α＝0.9と算出され、この逆算値をもとに、現況に
おける代表的な桜10本の樹高、樹幹等のデータで計
算を実施し、概略的に倒伏判定を実施した。

最大風速が17ｍ～22ｍではさら
に倒伏する可能性が高くなる。
※過去履歴からも最大風速
20m/s台は発生していることから、
桜そのものの形状や立地条件、
風向きなどの気象の状況により
桜が倒伏する可能性があるもの
と考えられる。

堤防対策方針堤防対策方針
１－２ 桜堤の保全

堤防定規断面に根が入らないようにする

堤防強化対策の必要性

対 策 方 法

堤防の安全確保

側帯案
・側帯を川裏側に設置し、
その上に桜木の植樹を
行う案
・堤防定規断面内に桜根
が侵入する可能性が少
ない。

理想的な対策方法

植樹基準等を満足し
桜の生育に支障が発
生しない。 用地買収

＜課題＞沿川は住宅が連担する住宅密集地、宅地補償に対する課題やその他周辺住民に与える影響が大きい

堤防に与えるマイナス要因

・堤体に桜の根が侵入すると堤防の耐浸透に対する安全性が低下する。
・強風で川表の桜木が倒木した場合、倒木した部分から堤防本体へ侵食
が進む可能性がある。
・倒伏した木が流木になった場合には橋脚に絡み堰上げによる越水等、
二次災害が発生する可能性がある。

・伊勢湾台風時における堤防上の樹木の倒伏・堤防崩壊等の過去の経験
により禁止としている。
・河川の環境整備・保全するために、第３種側帯を代替地として設置し、桜
木の移植または新植を行なう。

・別途検討の結果、現況堤防では、堤防の質的強化で目標とする安全基準を
満たさない箇所があり、対策工の工事を必要とする。
・工事の際、桜木の移植等を必要とする箇所がある。



１－２ 桜堤の保全

（参考）現状保全案1（堤体内自立式鋼矢板）
現況堤体内に自立式鋼管矢板
を設置した特殊堤とし、堤防機
能を確保する案

(メリット)

・桜木は現況を保全できる

・用地の問題はない

（デメリット）

・川表土砂の流出や、鋼管矢板が被災し
た場合は復旧に時間がかかる

・川表桜木の倒木の問題

・鋼管矢板の劣化など、耐久性が問題 、
点検できない

（参考）現状保全案2（ジオテキスタイル被覆）
現況堤防の表面を強化し、堤防
機能を確保する案

(メリット)

・桜木は現況を保全できる

・用地の問題はない

（デメリット）

・堤体内に根が残り安全性に不安が残る

・川表桜木の倒木の問題

・河川管理施設等構造令及び植樹基準に
違反している

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討

17th Street canalの状況 （①地点） London Ave. canalの状況 （②地点）

写真 ： 米国土木学会調査団 （独）土木研究所 田中茂信氏による

Inner Harbor Navigation canalの状況 （⑥地点）



現況桜木の診断結果の整理現況桜木の診断結果の整理 １－２ 桜堤の保全

川表

川裏

今回実施した桜木の目視による樹木診断をもとに、移植の可能な割合を示す。

移植可能であっても桜木そのものになんらかの問題（木の内部に空洞がある、子実体（菌）が見られる、外科手術の跡
がある等）が確認されており、移植後に病気が進行したり、場合よっては枯死したりする可能性がある。

【判例】外見上は健全な桜と判断さ
れた桜の割合

50％以下

51％～70％

71％以上

区間①

区間② 区間③ 区間④

区間⑤

区間⑥

40%41%34%33%33%27%53%川 裏
44%

48%
36%

31%
55%

75%
26%

18%
36%

38%
33%

39%
58%

63%川 表移植可能な桜の内、病気や外
科手術跡などなく、外見上は健
全な桜と判断された桜の割合

96%100%100%100%96%88%96%川 裏
97%

97%
99%

97%
98%

96%
98%

95%
98%

100%
93%

98%
97%

97%川 表
移植可能な割合

TotalTotalTotalTotalTotalTotalTotal

足羽川左岸全体区間⑥区間⑤区間④区間③区間②区間①
桜位置

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討
１－２ 桜堤の保全

第1案 側帯設置案 側帯を川裏側に設置し、その上
に桜木の植樹を行う案

(メリット)

・堤防の安定性確保
・桜のトンネルの復元

（デメリット）

・新たな用地が必要

・桜木の植樹位置が低くなる分、景
観性に劣る

第2案 高規格堤防案 現況堤防をそのまま保持し、川裏
側に高規格堤防を造成する案

(メリット)

・堤防の安全性確保
・桜のトンネルの復元

（デメリット）

・川表桜木の倒木の問題

・宅地嵩上げの問題

・高規格堤防特別区域の指定が必要



桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討
１－２ 桜堤の保全

第3案 川裏千鳥植樹案 現況堤防の川裏側を拡幅し、桜木
を千鳥配置で植樹する案

(メリット)

・堤防の安定性確保
・桜のトンネルを極力再現

（デメリット）

・道路幅員を狭めたり用地の提供が必
要

第4案 川表・川裏千鳥植樹案
川裏側を拡幅し、千鳥配列で川裏・
川表に桜木を植樹する案

(メリット)

・現状と同等の桜のトンネルを再現

（デメリット）

・川表桜木の倒木・流木化と倒木箇所か
らの堤体本体への侵食の可能性

・確実に桜根を堤防断面から縁切しない
と不可

・道路幅員を狭め、用地の提供が必要。
より多くの敷幅が必要

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討
１－２ 桜堤の保全

第5案 川裏1列植樹案 現況堤防の川裏側を拡幅し、桜木
を1列に植樹する案

(メリット)

・堤防の安定性確保

（デメリット）

・桜木の植樹は1列のため、景観は現状
より劣る

・道路幅員を狭めたり用地の提供が必
要（ただし第3案ほど必要ない）



１－２ 桜堤の保全

2,770m2,770m570m570m2,200m2,200m計計

100m100m
(4%(4%））

－－100m100m
(5%)(5%)

桜木移植不可桜木移植不可
区間区間

2,670m2,670m
（（96%96%））

570m570m
(100%)(100%)

2,100m2,100m
(95%(95%））

桜木移植可能桜木移植可能
区間区間

合計合計右岸右岸左岸左岸

延延 長長

用地補償を必要としない桜木移植可能区間

（ ）：現況桜堤区間延長に占める割合

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討

2,770m2,770m570m570m2,200m2,200m計計

910m910m
(33%(33%））

－－910m910m
(41%)(41%)

桜木移植不可桜木移植不可
区間区間

1,860m1,860m
（（67%67%））

570m570m
(100%)(100%)

1,290m
(59%）

桜木移植可能
区間

合計合計右岸右岸左岸左岸

延延 長長

用地補償を必要としない桜木移植可能区間

（ ）：現況桜堤区間延長に占める割合

①第３案と第５案による検討例

第３案 千鳥案

第５案 桜１列案

１－２ 桜堤の保全

第３案及び第５案による検討例

道路を縮小もしくは用
地の提供があった場合
に、桜トンネル千鳥配
置が可能となる区間

桜木の移植または新植する可能
範囲（道路用地を5ｍに縮小した
場合）を、現況の堤防用地範囲よ
り整理

道路を縮小もしくは用
地の提供があった場合
に、桜トンネル千鳥配
置が可能となる区間

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討



１－２ 桜堤の保全

②（参考）川表・川裏千鳥植樹案による検討例

2,770m2,770m570m570m2,200m2,200m計計

2,770m2,770m
(100%(100%））

570m570m
(100%)(100%)

2,200m2,200m
(100%)(100%)

桜木移植不可桜木移植不可
区間区間

－－－－－－桜木移植可能桜木移植可能
区間区間

合計合計右岸右岸左岸左岸

延延 長長

用地補償を必要としない桜木移植可能区間

（ ）：現況桜堤区間延長に占める割合

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討

１－２ 桜堤の保全

第４案による検討例 （参考）

道路を縮小もしくは用地の
提供があった場合に、桜ト
ンネル千鳥配置が可能とな
る区間

道路を縮小もしくは用地の
提供があった場合に、桜ト
ンネル千鳥配置が可能とな
る区間

桜木の移植または新植する可能
範囲（道路用地を5ｍに縮小した
場合）を、現況の堤防用地範囲よ
り整理

桜堤堤防案の検討桜堤堤防案の検討



足羽川水辺空間利用における現状の把握足羽川水辺空間利用における現状の把握

足羽川水辺空間整備のための課題の抽出足羽川水辺空間整備のための課題の抽出

河川と地域の関わり

（ふくいにおける歴史・文化・産業・観光資源などの詳細整理）

河川と地域の関わり

（ふくいにおける歴史・文化・産業・観光資源などの詳細整理）

広域的な関わり広域的な関わり 福井市街地との関わり福井市街地との関わり

足羽川水辺空間整備のための方策案の検討足羽川水辺空間整備のための方策案の検討

ゾーニング計画・整備メニュー（案）ゾーニング計画・整備メニュー（案）

足羽川河川環境整備基本方針・計画の策定足羽川河川環境整備基本方針・計画の策定

検討フロー検討フロー

11--33 水辺空間利用の創出水辺空間利用の創出

第２回

桜堤の保全方策
自然環境の
保全方策

水辺空間利用の現況と課題水辺空間利用の現況と課題
①水辺空間利用の現状と課題

●近世の足羽川河岸は、福井城

百間掘の一部として、石垣が築造。

●九十九橋は半木半石であり葛

飾北斎の浮世絵にも描かれた。

●現在はかつての足羽川の景観

的な趣きを失う。

福井の風物詩・歴史的な景観と、新しい景観の融合の仕組みづくり福井の風物詩・歴史的な景観と、新しい景観の融合の仕組みづくり

●足羽川河川敷を利用した「福
井まつり」での納涼花火大会、
「越前時代行列」、「日本一の桜
のトンネルライトアップ」、「秋の
収穫祭」などイベント。

●東安居地区住民らによる「菜
の花ロード」、「コスモスロード」

四季を通しての足羽川でのり活用方策の検討四季を通しての足羽川でのり活用方策の検討

（課題）

旧荒川

足羽川

福井城掘割と足羽川 九十九橋～半木半石～

（課題）

納涼花火大会 菜の花フェスタ・菜の花ロード

１－３ 水辺空間利用の創出



●足羽川舟運の歴史を継承する
ため、河岸に昔ながらの河岸場
を模した石積船着場が再現。
●船着場とともに高水敷に延長
4.46kmの緊急用河川敷道路の
整備を進め、多機能施設として
の利用。

船着場と緊急用河川敷道路の平常時の利用方法の提案、緊急時の有効活用

がスムーズに行える仕組みづくり

船着場と緊急用河川敷道路の平常時の利用方法の提案、緊急時の有効活用

がスムーズに行える仕組みづくり

●現況の水際河岸は急勾配な低
水護岸。
●その他、トイレ、休憩場などの
整備が不足。

親水性の向上、その他利活用等に関わる施設の設置親水性の向上、その他利活用等に関わる施設の設置

（課題）

①水辺空間利用の現状と課題

（課題）

船着場と緊急河川敷道路

急傾斜な河岸の状況（幸橋下流左岸） 北陸本線下流左岸トイレ（１件のみ）

１－３ 水辺空間利用の創出

②地域との係わりの現況と課題

●「歴史のみえるまちづくり事業」
（福井市、(財)歴史のみえるまちづ
くり協会）において、足羽川右岸桜
橋上流の桜堤を『さくらの小径』と
して整備。

●足羽川の都市景観軸と、足羽山と
福井城を結ぶ歴史軸の形成

●桜の開花時期以外も、散策道とし
て安らぎの空間を提供。

足羽川の水辺空間整備と「歴史のみえるまちづくり事業」との融合と併せ

た、福井市の都市景観軸づくり

足羽川の水辺空間整備と「歴史のみえるまちづくり事業」との融合と併せ

た、福井市の都市景観軸づくり
（課題）

歴史の道整備計画（福井市）歴史の道整備計画（福井市）

１－３ 水辺空間利用の創出



河川と地域の関わり河川と地域の関わり
福井県における歴史・文化・産業等福井県における歴史・文化・産業等

明治末期の三国港

北前舟

三国湊

●三国は越前の古港として北前
船の寄航港。足羽川まで舟運路
が形成され、福井の文化、産業と
異文化の交流の場。

歴史的
遺構

●寛元２年（１２４４）道元禅師に
よって開山された「日本曹洞宗」の
総本山である永平寺や丸岡城、
一乗谷朝倉氏遺跡など歴史的関

わりは深い。

一乗谷朝倉氏遺跡

一乗谷朝倉氏遺跡

丸岡城
熊川宿

１－３ 水辺空間利用の創出

福井市との足羽川の関わり福井市との足羽川の関わり

河川と地域の関わり河川と地域の関わり

福井市都市景観基本計画

福井市都市景観基本計画（1989）における景観軸 概要図

●足羽山を「まち」の「目
印」、ランドマークとして、
フェニックス通りを「南北
景観軸」、足羽川を「東
西景観軸」と位置づけ、
景観整備を行う方針。

１－３ 水辺空間利用の創出



福井城と百間堀

嘉永6(1853)年の福井城の掘割
出典：松原信之

「若越城下町古図集 第6図」

現代の福井市街地と福井城堀
割の関係位置図

旧荒川

足羽川

●足羽川においては、花月橋上流から、幸橋上流右岸にかけて
は、かつての福井城の掘割の石垣が形成されていた。

１－３ 水辺空間利用の創出

九十九橋

●かつての九十九橋は半木半石で、
江戸時代にも珍しく、葛飾北斎の浮
世絵にも描かれた。

◆近世後期の九十九橋の様子
葛飾北斎「諸国名橋奇覧」、

明治40年頃の九十九橋の様子

足羽川における舟運

●かつては三国から福井市内まで舟
運路が形成され、舟運が盛んであり、
船着場や渡しがあった。

九十九橋北詰め木町河戸又は幸橋北詰め大岩河戸の風景

筏流しの様子

１－３ 水辺空間利用の創出



足羽山

●福井市街地の西南に位置する、標
高116.8mの足羽山は、福井の礎を築
いた継体天皇像や、十数基にもおよ
ぶ古墳群、愛宕坂にある橘曙覧記念
文学館、愛宕坂茶道美術館、自然史
博物館などがあり、足羽川とともに
3,500本の桜は「桜の名所100選」にも
選ばれた。長岡安平 が設計。

愛宕坂
細井順子碑

足羽神社
足羽神社境内の樹齢350年(市指
定天然記念物)のシダレザクラ ミニ動物園自然史博物館

１－３ 水辺空間利用の創出

商工会議所からのご意見商工会議所からのご意見

●2.2kmに及ぶアーチ状（さくらのトンネル）の桜並木を残したい。

観光整備に関して

●福井駅→足羽川→足羽山へと通じる新しい散策路

景観・水辺空間整備に関して

●観光用の大型バス駐車場の整備

●足羽河原に子どもたちが遊べる浅瀬を確保

●右岸側の散歩道整備

●城の橋陸橋工事の際に使用した、迂回路をそのままつぶす
のではなく、遊歩道や市民の新たな憩いの場としての利用

●イベントをするにも電源・水道・トイレなどの仮設
に予算がかかりすぎる。常設の設備の設置。

●YOSAKOIイッチョライの踊り練習スペース

市民活動に関して

●市民と企業による植樹運動の促進。桜基金の設置。桜の里親制度。
これらの受け皿となる新しい組織の設置 。
→2.2kmの桜のトンネルを上流へも下流へも延ばしていきたい。

●照明を利用して河川内をもっと明るく。

１－３ 水辺空間利用の創出



２．２．河川環境整備基本方針と河川環境整備基本方針と
ゾーニング計画ゾーニング計画

22--11 基本方針（案）基本方針（案）

足羽山、越前福井の歴史文化を
紡ぎ織り上げる 足羽の川づくり

足羽山、越前福井の歴史文化を
紡ぎ織り上げる 足羽の川づくり

(1)ふくいの自然を継承する安全な川づくり（自然）

(2)ふくいの歴史を桜と流れの回廊で繋ぐ川づくり（桜と歴史）

(3)舟運の復元による川と地域の新しいコミュニティーを広げる川づくり（文化）

●●基本方針基本方針((案案))

全体イメージ（案）
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22--22 ゾーニング計画ゾーニング計画

河川空間特性、土地利用形態を踏まえ、検討対象範囲であり日野川合流から板垣橋
の区間を３区分した。各ゾーンにおいて特色ある整備テーマ、整備メニュー設定。

河川空間特性、土地利用形態を踏まえ、検討対象範囲であり日野川合流から板垣橋
の区間を３区分した。各ゾーンにおいて特色ある整備テーマ、整備メニュー設定。

住宅地域

商業地域

工業地域

緑地・公園

公共施設

花
月
橋

北
陸
本
線
橋

日野川合流点(0.0k付近）
～花月橋（2.7k付近）

日野川合流点(0.0k付近）
～花月橋（2.7k付近）

花月橋（2.7k付近）

～JR北陸本線橋（4.2k付近）

花月橋（2.7k付近）

～JR北陸本線橋（4.2k付近）

JR北陸本線橋（4.2k付近）
～板垣橋

JR北陸本線橋（4.2k付近）
～板垣橋

日野川合流点～花月橋（2.7k付近）日野川合流点～花月橋（2.7k付近）

（沿川特性）
●閑静な住宅地と農地とが混在。
●上流側と比較して水面幅が広く、堤防上から足羽山がランドマークとして眺望
を楽しむことができる。
（河川利用特性）
●新明里橋から水越橋付近は、春になると「菜の花ロード」として市民の絶好の
散策路として親しまれている。
●秋にはコスモスが咲き乱れ、新明橋上流から繋がる桜並木と合わせ、四季
折々の花と自然にふれあうことができる散策ゾーン。
（自然環境）
●オギ群落など草地が形成され、自然豊かな特性を有する。
（将来的な河道特性）
●河道掘削により床止めが撤去され、平常時水位は1～2m程度下がる。
●日野川の背水により流速は小さく、湛水しやすい状況が懸念される。
●河岸には自然の土砂が堆積し、ヤナギ、ヨシ群落などが繁茂することになる。
●高水敷には在来のオギ群落などの草地が復元される。

（沿川特性）
●閑静な住宅地と農地とが混在。
●上流側と比較して水面幅が広く、堤防上から足羽山がランドマークとして眺望
を楽しむことができる。
（河川利用特性）
●新明里橋から水越橋付近は、春になると「菜の花ロード」として市民の絶好の
散策路として親しまれている。
●秋にはコスモスが咲き乱れ、新明橋上流から繋がる桜並木と合わせ、四季
折々の花と自然にふれあうことができる散策ゾーン。
（自然環境）
●オギ群落など草地が形成され、自然豊かな特性を有する。
（将来的な河道特性）
●河道掘削により床止めが撤去され、平常時水位は1～2m程度下がる。
●日野川の背水により流速は小さく、湛水しやすい状況が懸念される。
●河岸には自然の土砂が堆積し、ヤナギ、ヨシ群落などが繁茂することになる。
●高水敷には在来のオギ群落などの草地が復元される。

●●整備コンセプト整備コンセプト

身近な自然や貴重な生態系を保持するとともに、菜の花ロードをはじめとした散
策路等、四季折々の景観にふれあい楽しむことができるゾーンであり、人と自然
にやさしいユニバーサルデザインによる整備を行う。

身近な自然や貴重な生態系を保持するとともに、菜の花ロードをはじめとした散
策路等、四季折々の景観にふれあい楽しむことができるゾーンであり、人と自然
にやさしいユニバーサルデザインによる整備を行う。

ゾーン名ゾーン名 四季を楽しむふれあいゾーン四季を楽しむふれあいゾーン

菜の花ロード

コスモスロード

鴨渡公園



花月橋（2.7k付近）～JR北陸本線橋（4.2k付近）花月橋（2.7k付近）～JR北陸本線橋（4.2k付近）

（沿川特性）
●福井市の中心地に近く、沿川は商業地。
●フェニックス通りとして福井市の「南北景観軸」を形成する幸橋や桜の小道など市民
が日常的に足羽川と触れ合える空間。
（河川利用特性）
●樹齢50年を越えるソメイヨシノの桜堤は「全国桜の名所100選」にも選定。
●「春まつり」での越前時代行例、「日本一の桜のトンネルライトアップ」などのイベ
ントなどでは、県内外からの多くの観光客で賑わう。
●福井市が進める「歴史のみち整備計画」において、歴史のみえるまちづくりが推進。
（自然特性）
●花月橋下流の左岸付近にはヤナギ、ツルヨシなどが繁茂し、水際にはタコノアシなど
が生育する。
（将来的な河道特性）
●激特事業による河道掘削により平常時水位は2m程度下がることになる。低水路の拡幅
がないことから、水際は現況と同様に砂州が復元されるものと考えられる。
●日野川の背水を受けなくなるので、流速もあり、川らしさを感じるものと考えられる。

（沿川特性）
●福井市の中心地に近く、沿川は商業地。
●フェニックス通りとして福井市の「南北景観軸」を形成する幸橋や桜の小道など市民
が日常的に足羽川と触れ合える空間。
（河川利用特性）
●樹齢50年を越えるソメイヨシノの桜堤は「全国桜の名所100選」にも選定。
●「春まつり」での越前時代行例、「日本一の桜のトンネルライトアップ」などのイベ
ントなどでは、県内外からの多くの観光客で賑わう。
●福井市が進める「歴史のみち整備計画」において、歴史のみえるまちづくりが推進。
（自然特性）
●花月橋下流の左岸付近にはヤナギ、ツルヨシなどが繁茂し、水際にはタコノアシなど
が生育する。
（将来的な河道特性）
●激特事業による河道掘削により平常時水位は2m程度下がることになる。低水路の拡幅
がないことから、水際は現況と同様に砂州が復元されるものと考えられる。
●日野川の背水を受けなくなるので、流速もあり、川らしさを感じるものと考えられる。

ゾーン名ゾーン名 歴史・文化を育む水辺ゾーン歴史・文化を育む水辺ゾーン

●●整備コンセプト整備コンセプト

ふくいの歴史の特色を背景とした歴史遺産に市民が日常的にふれあい楽しむこと
のできる魅力ある散策路を花と水の流れの回廊として繋ぐゾーンであり、歴史的
趣きや賑わいを演出した整備を行う。

ふくいの歴史の特色を背景とした歴史遺産に市民が日常的にふれあい楽しむこと
のできる魅力ある散策路を花と水の流れの回廊として繋ぐゾーンであり、歴史的
趣きや賑わいを演出した整備を行う。

２－２ ゾーニング計画

JR北陸本線橋（4.2k付近）～板垣橋JR北陸本線橋（4.2k付近）～板垣橋

（沿川特性）
●沿川は工業地と住宅地が混在。
（河川利用特性）
●河川敷にはグラウンド、テニスコート、ゲートボール場などが整備さ
れ、一般に開放。
●下流区間と比較し低水路が蛇行しており内岸側には砂州が堆積。水辺
体験を目的としたレクリエーション活動の場として有利。
●納涼花火大会などのイベント。
（自然特性）
●木田橋上流の左岸付近は植生が発達したワンド形状となり、タコノア
シなどが生育する。河岸にはヤナギ、ヨシなどが繁茂。
（将来的な河道特性）
●激特事業による河道掘削により平常時水位は2m程度下がる。
●木田橋上流の左岸付近には水衝部対策として水制が設置され、人工的
にワンドが形成される。
●河床勾配も急となり、砂州が形成されやすい環境であるので、川らし
さを感じやすい景観が期待される。

（沿川特性）
●沿川は工業地と住宅地が混在。
（河川利用特性）
●河川敷にはグラウンド、テニスコート、ゲートボール場などが整備さ
れ、一般に開放。
●下流区間と比較し低水路が蛇行しており内岸側には砂州が堆積。水辺
体験を目的としたレクリエーション活動の場として有利。
●納涼花火大会などのイベント。
（自然特性）
●木田橋上流の左岸付近は植生が発達したワンド形状となり、タコノア
シなどが生育する。河岸にはヤナギ、ヨシなどが繁茂。
（将来的な河道特性）
●激特事業による河道掘削により平常時水位は2m程度下がる。
●木田橋上流の左岸付近には水衝部対策として水制が設置され、人工的
にワンドが形成される。
●河床勾配も急となり、砂州が形成されやすい環境であるので、川らし
さを感じやすい景観が期待される。

ゾーン名ゾーン名 水辺の体験ゾーン水辺の体験ゾーン

●●整備コンセプト整備コンセプト

自然とのふれあい、水辺体験を目的としたレクリエーション活動の場として、
自由に遊んだり、スポーツを楽しんだりする場として利用されるゾーンであり、
水辺体験、親水性に配慮した整備を行う。

自然とのふれあい、水辺体験を目的としたレクリエーション活動の場として、
自由に遊んだり、スポーツを楽しんだりする場として利用されるゾーンであり、
水辺体験、親水性に配慮した整備を行う。

木田橋上流の状況

花火大会

２－２ ゾーニング計画


